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地
元
産
の
米
の
美
味
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
Ｊ
Ａ
あ
わ

じ
島
（
倉
本
満
之
組
合
長
）
か
ら

市
に
地
元
産
の
新
米
「
キ
ヌ
ヒ
カ

リ
」
４
３
２
㎏
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
寄
贈
は
今
年

で
４
年
目
。
新
米

は
倭
文
地
区
で
生

産
さ
れ
た
一
毛
作

の
特
選
米
。
農
地

の
土
質
は
粘
り
気

が
あ
り
、
米
作
り

に
適
し
た
環
境
の

中
で
栽
培
さ
れ
ま

し
た
。

Ｊ
Ａ
あ
わ
じ
島
が
学
校
給
食
に
新
米
提
供

笑
顔
で
ご
飯
を
食
べ
る

う
阿
部
綾
羽
さ
ん
（
潮
美
台
）
は
、

「
ふ
っ
く
ら
と
し
て
、甘
み
が
あ
っ

て
美
味
し
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。

市政ひろば

▲目録を寄贈する倉本組合長

▲同農協では、食農教育の一環で子どもた
ちに農業を身近に感じてもらおうと、収穫し
たてのお米を提供しています

　

９
月
28
日
と
10
月
11
日
に
は
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
炊
飯
さ

れ
、
ほ
か
ほ
か
の
新
米
が
市
内
小

中
学
生
の
口
に
届
き
ま
し
た
。

　

毎
日
お
米
を
食
べ
て
い
る
と
い

り
畜
産
共
進
会
が
開
催
さ
れ
、
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

農
業
功
労
者
表
彰
（
敬
称
略
）

◆
乳
牛
＝
原
口
敏
明
（
八
木
）

　
　
　
　

垣　

一
民
（
湊
）

◆
和
牛
＝
福
原
啓
夫
（
津
井
）

　
　
　
　

野
口　

智
（
榎
列
）

◆
蔬
菜
＝
岡
本
幸
夫
（
神
代
）

　
　
　
　

原　

尚
良
（
賀
集
）

共
進
会
入
賞
者
一
覧（
敬
称
略
）

【
乳
牛
の
部
】
◆
名
誉
賞
▽
未
経

産
＝
Ａ
Ｖ
Ｆ　

ブ
レ
イ
ク　

ア
イ

ボ
リ
ー
（
堤
茂
樹
・
賀
集
）
▽

農
業
功
労
者
表
彰
・
共
進
会
表
彰

経
産
＝
Ｏ
Ｆ
Ｊ　

イ
ン
プ
レ
ツ
シ

ヨ
ン　

Ｅ
Ｔ
（
Ｏ
Ｆ
Ｊ　

シ
ン
ジ

ケ
ー
ト
・
北
阿
万
）

◆
優
秀
賞
▽
未
経
産
＝
マ
ジ
ツ
ク

ロ
ツ
キ
ー　

ス
タ
ー
ラ
イ
ト
（
小

林
重
明
・
広
田
）
▽
経
産
＝
ス
ー

リ
ン
ワ
ー
ル
ド　

グ
レ
ン　

ジ
ヤ

ス
パ
ー
（
藤
田
雄
三
・
北
阿
万
）

【
和
牛
の
部
】
◆
名
誉
賞
＝
と
く

ま
る
（
安
田
成
昭
・
神
代
）

◆
最
優
秀
賞
＝
や
え
ふ
く
（
近
藤

晴
次
・
榎
列
）、
し
ず
か
（
山
野

富
靖
・
倭
文
）、
こ
つ
ゆ
（
菖
蒲

秋
夫
・
倭
文
）、き
ぬ
か
（
藤
原
貢
・

倭
文
）、
よ
し
ま
る
（
前
川
卓
也
・

松
帆
）、あ
づ
ま
（
的
崎
正
・
広
田
）

　ふるさと南あわじ応援寄附金
寄附状況の公表　　　　   （10月１6日現在）

区分 件数 金額
南あわじ市内 396件 53,639,719円

市外（島内） 53件 7,301,000円

市外（島外） 239件 29,204,940円

合計 688件 90,145,659円

詳細は市のホームページで掲載しています

　

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税

　

耐
震
性
に
問
題
の
あ
る
福
良
仁

尾
住
宅
を
含
め
、
福
良
地
区
６
団

地
55
世
帯
（
仁
尾
・
大
江
・
小
松

谷
・
馬
宿
・
片
上
・
原
田
住
宅
）

の
集
約
建
替
え
の
た
め
の
工
事
が

始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
住
宅
は
、

さ
く
ら
苑
の
南
側
に
隣
接
し
、
約

２
９
０
０
㎡
の
敷
地
に
、
高
さ
約

21
ｍ
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
６
階

建
て
の
住
宅
棟
や
駐
車
場
な
ど
が

建
設
さ
れ
ま
す
。

　

住
宅
棟
は
、
南
海
地
震
の
津
波

浸
水
想
定
区
域
内
に
あ
る
た
め
１

階
部
分
に
居
住
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

ず
、
集
会
所
や
駐
車
場
な
ど
が
設

置
さ
れ
ま
す
。
２
〜
６
階
ま
で
に

40
戸
（
２
Ｄ
Ｋ
＝
25
戸
、
３
Ｄ
Ｋ

＝
15
戸
）
を
建
設
し
ま
す
。
ま
た

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
や
段
差
の

解
消
な
ど
、
高
齢
者
の
人
で
も
安

心
し
て
住
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
10
月
５

日
に
現
地
で
行
わ
れ
た
安
全
祈
願

祭
で
は
、関
係
者
30
人
が
出
席
し
、

工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

住
宅
工
事
は
平
成
25
年
３
月
末

ま
で
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

福
良
地
区
市
営
住
宅
新
築
工
事
が
ス
タ
ー
ト

全
島
一
斉
清
掃

▽
日
程　

11
月
13
日
（
日
）

　

ゴ
ミ
の
な
い
美
し
い
淡
路
島
を

島
民
の
手
で
創
り
ま
し
ょ
う
。

　

多
く
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
生
活
環
境
課
☎
43
・
５
０
２
４

▲福良地区市営住宅完成イメージ

　

淡
路
島
牧
場
で
９
月
23
日
、
24

日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
食
ま
つ

▲共進会で自慢の牛が表彰され、喜びの入賞者
（乳牛の部＝9月23日）　

　

特
産
物
販
路
拡
大
・
物
産
展
協

議
会
が
、
10
月
１
日
、
２
日
に
行

わ
れ
た
「
西
宮
酒
ぐ
ら
ル
ネ
サ
ン

ス
と
食
フ
ェ
ア
」
と
、10
月
９
日
、

10
日
に
行
わ
れ
た
「
大
阪
あ
き
な

い
祭
り
２
０
１
１
」
に
参
加
し
ま

し
た
。
同
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た

の
は
今
年
で
２
回
目
。
市
の
優
れ

た
ふ
る
さ
と
資
源
の
広
報
宣
伝
、

及
び
販
路
拡
大
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

玉
ね
ぎ
を
始
め
、
南
あ
わ
じ
の

新
鮮
野
菜
や
沼
島
産
の
ア
ジ
、
淡

路
手
延
素
麺
、
乳
製
品
、
ア
イ
ス

ク
リ
ン
、
地
酒
な
ど
を
販
売
し
た

市
を
売
り
出
そ
う
！ 

物
産
展
に
出
店

西
宮
・
大
阪

ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
出
展
で
も
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
や
チ
ラ
シ
・
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
振
る
舞
い
か

ら
販
売
に
転
じ
た
出
展
団
体
も
あ

り
、
今
後
の
販
売
戦
略
に
つ
な
が

る
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

▲大阪あきない祭り2011

▲西宮酒ぐらルネサンスと食フェア

他
、
淡
路
瓦

や
淡
路
島
の

観
光
の
Ｐ
Ｒ

も
行
い
、
阪

神
間
の
消
費

者
に
対
し
、

市
の
食
材
や

資
源
の
魅
力

を
発
信
す
る

こ
と
が
で
き

▲調印後、固く握手する中田勝久市長（中央）と順正学園 加計美也子
理事長（右）、立会人の阿部計一市議会議長（左）

　

市
と
吉
備
国
際
大
学
（
岡
山
県

高
梁
市
）
を
運
営
す
る
学
校
法
人 

順
正
学
園
（
同
市
）
は
、
10
月
17

日
、
南
あ
わ
じ
市
に
４
年
制
大
学

の
学
部
を
新
設
す
る
た
め
、
基
本

協
定
書
に
調
印
し
て
、
本
格
的
な

協
議
に
入
り
ま
し
た
。

　

計
画
で
は
、
志
知
高
校
跡
地
に

吉
備
国
際
大
学
の
「
南
あ
わ
じ
志

知
キ
ャ
ン
パ
ス
（
仮
称
）」
を
開

校
し
て
、
農
業
系
の
新
学
部
「
地

域
創
成
農
学
部（
仮
称
）」を
開
設
。

1
学
年
60
人
と
す
る
４
年
制
大
学

学
部
と
し
て
平
成
25
年
４
月
開
校

を
め
ざ
し
ま
す
。

　

新
し
い
学
部
は
農
漁

業
、
酪
農
、
和
牛
な
ど

全
国
有
数
の
農
業
地
帯

の
地
域
特
性
を
生
か
し

た
人
材
育
成
と
研
究
を

進
め
、
農
を
主
軸
に
し

た
、
地
域
再
生
を
め
ざ

す
地
域
密
着
型
の
学
部

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

順
正
学
園
は
、
５
つ

の
大
学
、
専
門
学
校
を

運
営
さ
れ
て
お
り
、
吉

備
国
際
大
は
平
成
２
年

に
開
校
。
現
在
、
社
会

学
部
、
保
健
医
療
福
祉

学
部
、
国
際
環
境
経
営

学
部
、
心
理
学
部
、
文
化
財
学
部

の
５
学
部
に
約
２
千
人
の
学
生
が

在
籍
し
て
い
ま
す
。
市
へ
の
大
学

学
部
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
９
月

に
順
正
学
園
理
事
会
で
承
認
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
９
月
の
市

議
会
定
例
会
で
大
学
誘
致
を
求
め

る
決
議
が
な
さ
れ
た
ほ
か
、
10
月

に
は
、
地
域
と
大
学
の
密
接
な
連

携
を
実
現
す
る
た
め
、
市
内
主
要

20
団
体
に
よ
る
「
大
学
誘
致
推
進

協
議
会
」
が
発
足
。
大
学
と
共
に

活
性
化
を
め
ざ
す
地
元
地
域
と
し

て
、
大
学
誘
致
推
進
と
連
携
策

の
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

境
の
な
か
で
、
地
域
再
生
を
め
ざ

す
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
学
部
に
し
た

い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

調
印
式
で
、
中
田
市
長
は
、「
総

合
大
学
誘
致
は
島
民
の
悲
願
だ
っ

た
。
淡
路
全
体
に
も
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
。
一
歩
一
歩
着
実
に
開
校
に

向
け
て
努
力
し
て
い
く
」と
話
し
、

順
正
学
園
の
加
計
美
也
子
理
事
長

は
、「
地
域
特
性
を
生
か
し
て
市

民
に
愛
さ
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
に
し

た
い
。
生
産
中
心
の
従
来
農
業
か

ら
食
品
加
工
に
も
踏
み
込
み
、
学

生
と
地
域
が
支
え
合
う
よ
う
な
環

▲協定書に調印した南あわじ市と順正学園

▲地域と大学の密接な連携を実現するため、市
において「大学誘致推進協議会」が発足

大
学
誘
致
！ 

基
本
協
定
を
締
結　

志
知
高
校
跡
地
に
吉
備
国
際
大
学
の
新
学
部
開
設
に
向
け
て
！




